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今日，音楽レコードをもっている図書館
はかなり増えてきておりますが，そのうち，
どこの大学図書館でも， レコードを収蔵し，
サービスしている， といえるほどには， まだ
一般的にはなっていないようです。十年前に，
私がこの仕事を始めました頃は，なおのことそうでありました。ち
なみに，昭和39年春の私立大学図書館総・大会に，当館より提出し
た承合事項「各大学図書館における音楽レコードの目録カード作成
について」を例にとりましても，関東63校，関西37校にアンケート
をお願いいたしましたうち， レコードを保有していない，その他の
理由から返信は少なく，回答のあったのはわずかに11校にすぎませ
んでした。昭和39年でこのような状態ですので，それ以前はおして
知るべきでありましょう。
ところで，このレコードの目録整理法は，現在はおおむね，
ALAの記述目録規則を母体とした形に固まりつつありますが，初
めから現在のような姿ではなかったようです。
そこで，わが国の図害館雑誌に現われた音楽レコード整理法の
様々な形を， とくにその標目のとり方を中心に，戦前から戦後へか
けて時代的にたどってみたいと思いました。それは， カクロガーに
とりまして， レコード整理法の現時点を客観的に把握する上で， ま
た今後の問題点を見極めるためにも，必要なー作業と考えたからで
あります。が， もとより浅学の身の致すこと，充分なことは果せま
せんでした。しかし，参考文献類のまだ少ないこの分野で，新しく
これから仕事を始められる方々には，いくらかのご参考にもなろう
かと思われまして，あえて，文献ご紹介の頁をいただきました。
今回の資料の多くは，当館の書庫から折にふれ集めましたもの
で，当然多くの脱漏や不備な点が生じることと存じますが，種々の
ご叱正をお待ちして，後日の補訂を加えたいと存じます。
なお，武蔵野音楽大学図書館の細谷静氏，明治大学図書館（和
泉分館）の鈴木達美氏には，一部文献の所在をお教えいただき， ま
た，貴重なご助言を賜りましたことを， ここに惑謝申し上げます。
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はじめに
日本に商品として蓄音器およびレコードの原型が輸入されたのは，明治29年，
横浜のホーン商会の手で行なわれた蛾管機グラフォフォンが最初である（「レコード
文化発達史」山口亀之助著 ， 「レコードの文化史」クルト・リース著 • 佐藤牧夫訳）。
以来，レコードの進歩はめざましく，片面3分の SPレコードがいまや4チャソネ
ル ・レコードとなり，その材質，演奏時間等すべての点において，その誕生の頃と
はまった＜比べようもないほどである。が，このレコードが他の図書館資料の仲間
に加えられて，整理• 利用されるようになったのは，そう早いことではない。これ
に比べて，音楽図書，楽譜類は，西洋音楽の到来とともに新しい文化を紹介するも
のとして，比較的古くから図書館にも収蔵されていたようである。たとえば，大正
7年2月の図書館雑誌には，「米国人 MaryE. Armstrongの説によれば，音楽図
書の分類に Deweyを採用する場合，その作曲者のもとに分類するを可とす。しか
る方法は一般図書館に於ける音楽図書収集に大意に参考となる。」の記事がみえる。
また，たいへん興味深いことは，大正11年12月の図書館雑誌の海外梨報の欄に，
「過般伯林なる普魯西国立図書館に音響部を設け名士の談話を蓄音機に取り居れる
が，其リコードは特殊の銅製円盤にて，凡そ一万年を経るも変廃することあるまじ
と言う。談話のリコードを図書館に保存することは同館の創始に係れるが是も一つ
の思付なるべし。書いた記録のみが書物であると謂はれた時代が過去とならんとす
る様子面白し。」とあり， この頃ヨーロッパにおいては，図書館資料の多様化のき
ざしがすでに現われていたようである。
これに対して日本では， 昭和11年においても，「我国二於テワ従来レコォドノ
収蔵二関スルワ勿論，図書館二於ケル音楽図書，楽譜等ノ収蔵及ビソノ取扱イニ関
スル問題ガ殆ンド論議サレテナイ」段階であり，「斯様ナ分野二対シテワ久、ンクー
顧ノ思慮オ払ワレナカッタダケニ，図書館二於ケル音楽書，レコォドニ関スル問題
ハ斯界二於ケル，ニュウフィルド」であると，論文「I翌二於ケルレコォドノ保存卜
目録法」の序文に小川昂氏は書いておられる。
が，この頃から広くわが国図書館界においても，写真，図版， トー キイ ，天然
色映画等，視覚 ・聴覚に訴える新しいメディアに注意をはらい，新たに図書館資料
に加える努力がされ始めたようである。同論文で小川氏は， 「レコォドニヨル鑑賞
教育ガ，他ノ几ュル鑑賞方法二優レテイルコトワ，最モ高イ音楽文化オ築キ上ゲツ
ツアル欧米二於テモ尚試ミラレテイル所以デアロウ」と述べられ，さらに音楽鑑賞
教育の手段方法として． 「レコォドニヨル鑑賞オ以テ新時代ノ要望シ，求メテ容易
ニ求メ得ラルベキ最モ効果的ナ指導者卜、ンテ駆使セラレルノデアル」ことを指摘さ
れ， 「一般図書館．学校等二於ケルレコォド収蔵ノ問題ガ理論的二，又実際的二論
究セラル、日ノ近カランコト」を願われ，またレコードヘの一般の認識を啓蒙され
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ている。
レコードの目録整理上，カタロガーが一番苦慮する問題点は（それは音楽とい
う特殊な事梢にもよる）， やはり標目のたて方と統一標題の設定にあるだろう。現
在では， レコードの整理法も楽譜の整理法に準じており，細かい規程があるが，お
おむね次のように言えると思う。すなわち，クラシック音楽で作曲者の分かるもの
は，すべて作曲者名のもとに基本記入の標目をたてること。また，標題については，
音楽作品の標題というものは，同じ作品がいろいろな形で表現されるので，一人の
作曲者の一つの作品を目録上一個所に排し，他と識別させるために， 目録係が所定
の規則にしたがって設定する，いわば排列用の標題が必要であり，これを統一標題
というが（統一標題に選定されるものは楽諮の初版に使用された標題， もしくはそ
れに基づくものであり ，楽曲の形式が標題となったものは英語形を使用。標題音楽
の場合は，英，独．仏．伊， スペイソ，ボルトガル， ラテソの七か国語を使用。上
記以外の国語の場合， もっともボピュラーな形を使用。標題音楽の場合，概して作
曲者の母国語形が多い）． 目録者は， この統一標題を LCカタログや音楽参考文献
類の中から選定し，記入を作成するのである。
それでii,戦前から戦後へかけての，諸文献に実際にあたって，その姿の移り
変りをたどってみることとしよう。
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I 戦前篇
標準洋害目録
固二於ケル音楽図書及楽諾ノ取扱イ方
目録学汎論
固二於ケルレコォドノ保存法卜目録法
洋書目録法
楽諮分類法研究
スミス ・カレッヂ音楽図忠館に於ける
レコードの整理と保存
放送に於けるレコォドの整備
『標準洋書目録』天晶寿訳昭 40929)
天晶 寿沢
間宮 描訳
弥吉光長著
小）I 昂著
大佐三四五著
小）I 昂著
宮沢 絢訳
小 JII 昂著
昭 4
昭 6
昭 8
昭11
昭12
昭15
昭16
昭17
楽譜および音楽書に関する目録法の日本におけるもっとも古いもの（私の調べ
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えたかぎりにおいて）としてあげられるのが， この米国英国図書館協会共編「目録
規則」 1908年版（のちに "A.L. A. Catalogue rules, 1908"のクイトルで知られ
るようになったもの）の翻訳でiまなかろうか。
天晶寿氏の序文によると， 「欧米において刊行された幾多の目録中もっとも簡
明にして一般的なものである。したがって題して「標準洋書目録」という。」とのこ
とである。この規則ま，著者，書名からの記入にかぎってのものであり，件名，標
目のもとにする副出記入，あるいは参照についての規程はない (Listof subject 
headingの新版はこのとき，進行中とのことである）。
この規則の初めの大項目「記入と標目」 (a) 個人著者（著者を誰にするか）の
項目が，第 1章著者名記入から第22章写本まで，二十二章にわたって規定されてい
るが，この内，音楽関係の規程｝ま， 8~10章にかけてわずかにみられる。
「第8章 楽譜 (Music)一ー音楽上の著作はその作曲者名を記入すべし。編纂
者，排纂者に副記入を附し，歌劇(operas), 聖楽Coratorios), 戯曲体の歌(canta-
tas)等は，歌詞の作者名に副記入を附すべし。叉，変形曲 (variations)はその変
形曲の作曲者名を記入し，原曲 (originaltheme)の作曲者名に副記入を附すべし。
第9章 歌劇詩 (Librettos)-歌劇詩は作者が判明せる時は，その作者名を，
然らざる時iまその標題を記入すべし。いずれの場合にもその作曲者名に副記入を附
すべし。
第10章 序曲附楽曲目録(Thematic catalogue)-—序曲附楽曲目録ぱその作
曲者名を記入し，編輯者又は編纂者に副記入を附すべし。」
上記 8~10章へかけての規則心 Cutterの規則第4版と米国協会の新版とを
合わせて作った協定と，大英博物館規則， それに Linderfertの折衷的牌子目録編
纂規則を参考にとり入れて作ったものである。
この楽譜における主記入のあり方は，現在の楽譜整理法の原型ともみられるが，
他の種々な記入事項の規程がないので，カード体の完全な姿ほ判明しない。 9章の
歌劇詩については，前章に歌劇の規程があるので，この場合は楽諾ではなくオペラ
の詩文を主としたものか，あるいは作曲者名がわからず，作詩者が有名な場合と考
えるべきであろう。が，現在の整理法で)i, 音楽作品のオペラの台本は，作曲者か，
その作品の標題のもとに記入し，台本作者には副出記入を作るようになっている。
ただし，オペラ台本が文学作品として刊行されたり，特定の音楽劇に閑連なしに刊
行された場合は，その著者のもとに記入する。（例外規定 19B例外 2.ALA北米阪 1968)
また，序曲附楽曲目録という訳語iま，今日耳慎れないが，ある作曲者の作品を
年代順などに集めた主題別作品目録をさすようである。
（例 ThematischesVerzeichniss der im Druck erschienenen Compositionen 
von Friedrich Chopin…・・) 
『固二於ケル音楽図書及楽譜ノ取扱イ方，上・下』 間宮博訳 昭 6(1931) 
雑誌「／団研究，第 4巻」
次にあげるものは，同じく外来のものを間宮博氏が翻訳した， R.Wallace, "The 
care & treatment of music in a library"で，これを上，下と二度に分けて発表
されたものである。上の部心第 1 章 • 分類，第2章 ・図害番号，第3章 ・目録法，
下の部·，ま第 4 章 ・ 件名標目（附 • 音楽（西洋）関係の件名探目表案），第 5 章 ・ カード目録の
組織，第 6章 ・装釘であり，全体を通して音楽書および楽譜の諸規則，取り扱いが
述べられており，最後の第7章に，簡単ではあるが「蓄音器レコードト巻キ音譜」
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の章がつけ加えられている。
この第3章の楽譜目録規則であるが，1から27まで一律に条文を並べた形で，
かなり詳しい諸規程が示されており， 1から 8までは主記入についての規程であり，
以下標題の表示に関する諸規程，出版事項，解説注記，叢書注記，参照となる。な
ぉ，条文中でアメリカ図書館協会の目録委員会によって可決されたものについ てぱ
(ALA規則）の略称で，その旨が示されている。
楽譜の記入は下掲の諸項以外は，すべて作曲者名のもとになす。すなわち，変
奏曲 (Variations)は変奏曲作曲者名に編曲譜(Arrangements)は原曲作曲者名
に移作譜 (Transcriptions)は移作者名に，綜合曲 (Medleys)は多類曲主題の綜
合作曲者名に，経過句 (Cadenzas)は原譜作曲者名に，歌劇歌詞集ぱ曲譜作曲者名
に（前述 ALA規則， 1908年版と異なる点である。ただしこの場合も，作曲者名が
表示されていないもの，著作者が文学上有名な場合は， ALA規則を適用し， 著作
者名を主記入するとある）各々，主記入を作成する。この規則で注目すべき点は，
標題に使用する言語への考慮がはらわれるようになったことであり，条例12に次の
規程がある。すなわち， 「異ル標題二伴ッテ起ル問題ワ取扱上殊二困難ナルモノデ
アル。種々異ル名称或ワ英語以外ノ国語デ書カレタル歌劇，聖劇楽，序曲，声唱楽，
交響楽詩，交密楽，奏鳴曲， ピアノ独奏曲等二対スル作曲者カードニワ，一般二知
レ渡ッテイル標題，スナワチ共通標題オ，最初二角括弧二括ッテ記入ツ，次二標題
紙ノ標題ォ記入スル方法ガ最モ好結果ォ収メテイル。コノ方法ワ Boston公共岡ノ
Allen A. Brown蒐集二実際二採用サレテイル。共通標題ノ選定ニワ作曲者ノ使用
セル国語オ採用スルコト。概ツテ標題ガ数箇国語デ密カレテイル場合ワ，ヨリ良ク
知ラレテイル方ノ国語ォ標題トシテ採用ツ，表示国語名オ注記スル」とある。現在
使用されている統一標題の概念にまで：ま至っていないが，その原型をここにみるこ
とができる。
この楽諮目録に比べて第7章のレコードの規則,t,楽譜目録作成法を幾分修正
して使用することができるとあるが，実際の条文は非常に簡略なものである。レコ
ードについては ALA規則においても， この時点で：ま何も規定されておらず，ここ
にあげられているのは， Walace氏のレコード私案なのである。まず分類について
みれば， レコードは分類の必要はなく，単にレコード番号によって整理し，そのレ
コード番号の頭にレーペルの頭文字をとって付けるとある（例 Victor=V;Pathe=P)。
つぎに目録法についてみると，楽譜との大きな相異点は，標目のとり方にある。す
なわち， レコードは主記入を作曲者名によらずに，標題を標目にたて，作曲者名は
括弧に入れて標目に続ける。そして， レコード番号を必ず記入すること。その理由
は， レコードは標題から要求され，また，製造者の目録も標題を主としているため
というものである。この点は，当時のレコードのおかれていた状況， レコードに対
する考え方がうかがえるところではなかろうか。この論文が発表された同年， 1931
年の雑誌「レコード音楽」を見ると， レコード広告欄に楽曲形式が標題となったも
のまで，標題を大きく載せており，たとえば， 第六ソナータ（ボッケリ ニー），アソダ
ソテ（モーツァルト）のごとくである。 また，実際に SPレコードのレーベル表示をみ
ても，標題が大きく ，作曲者名は小さく印刷されていてわかりにくい場合が多々あ
る。なお，この規則によると作曲者は必要と考えられる場合に，演奏者やその他の
必要事項と同じ扱いで，参照カードとして作られ，これらの記入はやかましい規則
的なものではなく，なるべく簡単化したものでさしつかえないという点などは，標
題やレコード番号より簡単に扱われていることが分かる。
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この時代においては市販されていたレコードの数も少なく ，またかぎられてい
たため，上記のような目録でも充分利用されえたのであろうか。しかし，先の第六
ソナータやアンダソテを例にとってみても，これだけでは，独立した曲か，抜幸曲
か，編曲かあるいは編作か，オリジナルな形の楽器の組み合わせは何か，作品番号
や調子記号の有無も分からず，このようなレコード表示では，別に，作品の作られ
た経緯や楽曲についての詳しい解説書がつけられていなければ，作品を正確に位監
づける目録カードは実際には作成できなかったとも考えられる。
⑲ カード記入例
く基本カード＞
V-35009-A 
Star-spangled banner (Arnold) 
(Francis Scott Key) 
Wilfred Glenn, bass. 
Victor. 12 in. 
B. Columbia, gem of the ocean 
く作詞者カード＞
V-35009-A 
Key, Francis Scott 
Star-spangled banner 
Wilfred Glenn, bass. 
『目録学汎論』弥吉光長昭 8(1933) 
く作曲者カード＞
V-35009-A 
Arnold, Samuel 
Star-spangled banner 
Wilfred Glenn, bass. 
く演奏者カード＞
V-35009-A 
Glenn, Wilfred 
Star-spangled banner (Arnold) 
この規則も先の1908年版 ALA目録規則をおおむねそのまま踏襲した形のもの
である。第5章著者名記入の章の43項目中，第15vこ音楽書として，次の規程がある。
⑦楽譜 • 音楽の著作は作曲者の下に記入す。編曲者より副記入す。歌削，聖楽，
カンタ ータ等は歌詞作者を副記入す。変奏曲は編曲者より主記入，原テーマ作者を
副記入す。
① リプレットは作者を，不明の時は書名を記入す。作曲者は副記入す。
⑨テーマ ・カタログは作曲者の下に記入。編簗者を副記入す。というものであ
る。が，後半に到って第10章特殊目録法の章の第3節に楽譜目録法の一項があり，
著者，書名，出版事項，注記の各項目について，その扱いや注意が述べられてい
る。とくに出版事項について詳しくとりあげてあるのが珍しい。すなわち，楽譜は
総じて発行年の表示のないものが多く ，その発見が困難なため， 目録者は頭を悩ま
すものであるが，最近は米国版権登録年紀（⑥)を記しているので， これがあるも
のは採用すべきである。そうでない場合も，色々な書誌や楽譜の発行番号などを基
礎にして，発行年の近いものを探し出して記入するように。また， 作曲年代や作品
番号も，テーマ目録，音楽雑誌のバック ・ナソバーなどでなるべく正確なと ころを
調べて記入するようになど，細かい注意がある。注記については，頁数，内容，大
きさの規則はないので，表紙，編章標題によるがよいとあり，パート譜と総譜の記
入上の区別のつけ方などが述べられている。最後に， 日本においては，音楽譜はき
わめて少なく ，それも外国のものがほとんどであるから，洋書目録法によるをよし
とすると，弥吉氏は結んでおられる。
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『園二於ケルレコォドノ保存法卜目録法』小川昂 昭11(1936) 
雑誌「l潤研究，第 9巻」
次にみられるのは，雑誌「固研究」に発表された小川昂氏のものであり， Ralph
E. Ellsworth, "Phonograph records in the library"の九つの規程を基礎として，
これにわが国の特殊な事情を考慮した上での，いくつかの私案を加え，細目や注記
事項もコード化し，件名標目やカードの排列法までを含む20ヵ条からの， レコード
のみを独立してとりあげた目録法私案である。
まず，通則として， レコードはすべて標題の下に本記入をなし，作曲者の下に
副記入をする。その記入事項，順序は次のごとくである。①標題，②作者， ③細目，
④面数，枚数， ⑤吹込者，⑥レコォド会社，⑦レコォド番号， ⑧大きさ，⑨注記，
⑩裂面の標題，作者，⑪レコオド函架番号。
⑲ 基本カ ドーの記入事項とその順序
① Symphony no. 5 in E minor (交評曲第 5番 Iホ短調） ：
② by P. Tschaikowsky (Op. 64). ③ 1. mov. Allegro 
⑪ R 41 -—con anima (1—3); 2. mov. Andante cantabile (4-6); 
3. mov. Allegro moderato ( 7—9) ; 4.mov. Finale(l0-12). 
④ in 13 parts. ⑤ Played by Concertgebouw orchestra. 
cond. by Willem Mengelberg. ⑥ Columbia, ⑦ J 7313-19. 
⑧ 12 inch. ⑨ （コロンビヤ洋楽傑作集第59編）
⑩ Reverse of last part : Valse from Serenade for strings ; 
by Tschaikowsky (Op. 48). 
基本記入を標題の下に作成する点は，先の間宮氏の目録法と変わりないが，次
に必ず作曲者から副出記入を作成しており，この点は作曲者へより関心がはらわれ
るようになり，楽譜目録の記人の形に近づいたことを示している。また，標題の言
語の問題について，一足飛びに統一標題（共通的ナ名称）へ踏み切るには，日本の
場合外来語という言葉の特殊性があるため， こうした特殊な事情を加味した修正案
ともいえる小川私案を出しておられる。すなわち「標題は原語による事を原則とす
るが， 一般には，レコォドラベルの国語によってよい。しかるのち， 日本語標題，
叉は他国語による標題を，標題の直後に括弧に包み付記し，これから参照を作る。
この際日本語標題はなるべくレコォドラベルにより，ない場合，もっとも共通的な
名称を記入すべし。外国盤は多く各々の自国語によっているが，我国の如く特殊的
事情にあっては統一された記入にあらず，又レコォドラベルに日本語と外来語の表
示のあるものは標目には外国語を記入し， 日本語を附記する」と。
この問題に関して，レコ ード会社においても，この頃， 日本のビクク ー・レコー
ド社で邦訳語の統ーが企画されたり，外国盤の場合も各社とも各々作曲者の国別に
したがって標題の国語を決定する傾向が新しくでてきている。なお，この規則で新
たに加えられたものとしては，作品番号のほかに，モーツァルトについてケッヘル
番号を付記すること（ただし，その記入個所は標題に続けず作曲者名の次に括弧に
入れて付記している）と，交密曲のように一つの作品に何楽章か含まれている場合
は，各楽章のテンボを記入することであろうか。また，この規則では，レコードの
片面に二曲以上の作品が入っている場合は，一番初めの作品に基本記入を作成し，
以下は副出記入（第 2縦線カラ記入）で処理している。最後にもう一ヵ条，語学研
究用レコ ドーの規程が早くもここにとりあげられており，これはわが国独自の形で
あろう。これは現在もほぽ同じ形を使っている（小川昂著「レコードはいかに賂理
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するか」学校図書館用 • 昭25)。
以上，この規則全体を通じての特長は，作曲者を標目としていないこと，統一
標題を設定していないために，たくさんの副出や参照を必要とすることにあると思
う。たとえば，その参照についてみると，日本語標題あるいは他国語標題別標
題略名から，各々記入標題へ，主題標題から関係標題へ，作品番号あるいはケッ
ヘル番号から標題へ，指揮者から演奏団体へ，など各々に参照カードを作成する。
また副出カードについても，標題の作曲者を裏面の標題とその作曲者を，各演奏
者を各々副出しなければならない。したがってその目録作業はたいへん面倒なもの
と思われるが，いろいろな角度からの細かい周到な副出や参照カードが作られてい
るので，それだけ検索の手がかりは多く，この頃のコードとしてはかなりよく整備
された親切なものといえよう。
⑲ カード記入例
く基本カード＞
Flight of bumble-bee(穴蜂の飛行）； by Nicholas Rimsky-
Korsakow ; Pastoral (牧羊潤）； by Igor Stravinsky. Played 
by Joseph Szigeti (Violin). Columbia, J 8034. 
12 inch. 
Reverse: Fontaine d'Arethuse (アルチュウズの泉）；
by Szymanowsky. 
く作曲者カード＞
Rimsky-Korsakow, composer, 1844-1908. 
Flight of bumble-bee (穴蜂の飛行）. Played by Joseph 
Szigeti (Violin). Columbia, J 8034. 
く演奏者カード＞
Szigeti, Joseph, violin, 1892-
Flight of bumble-bee (穴蜂の飛行）； by Nicholas Rimsky-
Korsakow ; Pastral (牧羊調）； by Igor Stravinsky. 
Columbia, J 8034. 
く語学レコードのカード＞
KYOIKU RECORD―English 
Scrooge, from a Christmas Carol; by Charles Dickens. Pt. 3; 
The Awakening. Dramatic recital by Bransby 
Williams, Columbia, J 23031-A. 
12 inch. (with text). 
『洋書目録法』大佐三四五昭12(1937) 
次にあげるのは，洋書の整理法で著名な大佐三四五氏の洋書目録法で，この中
の第 9 編特殊図書の項目の第68章 • 音楽害及び楽譜類の目録記入法，第69章 ・ 蓄音
機レコードの目録記入法の二つである。楽譜の部は先に述べた1908年版の ALA規
則によるものであり，またレコードの部も，前述 Elsworth氏の規則を五ヵ条にま
とめたものなので，内容についてはふれず，むしろここでは，大佐氏の序文をご紹
介しておきたい。それはこの頃の日本の図書館の実情を，わけてもレコードのおか
れていた位置を知る上で非常に興味深いものであるからである。すなわち， 「旧来
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の図書館はほとんどが眼によりての教育効果に過ぎなかったが，今やあらゆる感覚
に訴えて情操教育にも努めつ .1ある状態である。大都会の公共図書館や学校図書館
はか.Iる近代的図書館の使命のため， 図書のみならず， 音楽レコード， 教材用写
真標本等をも備付けている。されば，音楽レコードの目録と整理法も，図書館の
目録事務の一部と見なさる .Ivこ至った。大体，楽譜類の目録記入に準ずるが，レコ
ードは楽曲名を以て基本記入となし， レコード番号を重視するところにその特異性
がある。しかしながら， レコードの目録記入法としては未だ権威となるべき法則が
制定されていない。英米目録規則においても，何等これに関する規定がないのであ
る。蓋し英米目録規則の制定されたのは1908年で当時においてはこれに考え及ばな
かった為であろう」。
『楽譜分類法研究』小川昂昭15(1940) 雑誌「国研究 第13巻」
年代順にたどると次は再び小川昂氏による「楽譜分類研究法」であるが，これ
は分類法に関する論考であるので，ここでは詳しくふれない。私案としてあげられ
たこの楽譜分類表は，米国議員図書館の分類表 (Libraryof Congress : Classifica・
tion: Music & books on Music, 1917)に準拠したものである。ただ，大きく異
なるところは，わが国の特殊事情に即応するよう， C77• 協奏曲の項に日本楽器の
合奏を入れるなどの配磁がなされ， LCの分類表よりは， iまるかに簡略な形になっ
ている。また，大網上，器楽曲と声楽曲の位置が逆になっているが（小川私案は，
雑集 ・全集の後にまず声楽曲を四き， 器楽曲がそれに続く形になっている）， これ
は音楽文化の歴史的発展の順序にならったためということである。この分類表はの
ちにNHKレコード分類表の母体となったものである。
『スミス・カレッヂ音楽図書館に於けるレコードの整理と保存』
宮本絢訳昭16(1941) 雑誌「図担館雑誌第35巻第 4号」
次に紹介するものは， Ethel Louise Lyman, "Arrangement & care of 
phonograph records "の論文を宮本氏が訳したものである。 これはレコードの目
録法についての論文ではなく， レコード・コレクションの実際面での管理，運用に
ついての著述である。 1913年に創立されたスミス・カレッジのレコード・ライブラ
リーが長年にわたって創意工夫をしてきた目録排列法やレコード排架法，その扱い
方や注意などが記されている。
目録規則については， コードが述べられていないが，ここにあげられているカ
ード例から考えると，この図書館では， レコードも作曲者のわかるものは作曲者名
からの基本記入を作成しており，それまでの標題を基本記入の標目にとった目録法
とは異なり，たいへん画期的な方法と考えられる。なぜスミス・カレッジにおいて
他に先んじて作曲者名目録を作成していたか記述がなく明らかでないが， 「目録カ
ードに有益なる註記事項，すなわち， レコードに関聯する楽譜を知らしめるところ
の巻及び頁を指示する事項が記入される」という一節が見られるところから考えて，
あるいは楽譜，音楽書との関連性を考揺して，より合理的にすべて作曲者の下に統
合する方法をレコードについてもとったのではないかと思われる。
なお，主要なシリーズものの場合は（例 Columbia history of music by ear 
& eye), 歴史的にあるいは他の何らかの意義をもってとくに集められたものである
から，集成名の下に基本記入を作成し，含まれる個々の作品については，細目に作
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曲者名と作品が注記され，さらにその上で，分出カード（分析記録）が作られる。
あまり知られていないシリーズの場合は各々の作曲者名の下に分けて基本記入を作
成， 、ンリーズ名を注記するのみにとどめる方法がとられているが，これも注目にあ
たいする点であろう。
⑲ カード記入例
く基本カード 1(作曲者）＞
B39 Beethoven, Ludwig van. 
Or.S Symphony no. 3 in E flat major (Eroica). 
3b1-0 Allegro con brio (pts. 1-4) 
Marcia funebre (pts. 5-8) 
Scherzo (without repeats) (pt. 9) 
Finale (pts. 10-12) 
Berlin Phil. orch. Pfitzner cond. 
6 records, double 
Brunswick—90060-5 
く基本カード 2(集成名）＞
X Columbia history of music by ear and eye. 
C7231-8 (Period I. To the opening of the 17th century). 
1 Veni sancte spiritus. (Plainsong with organum) 
Mira lege. (Plainsong with counterpoint) 
2 Dufay—Christ redemptor, etc. 
Palestrinaー Nuncdimittis, ets. 
3 Palestrinaー Sanctusfrom " Missa Papae. ・ ・ "
Byrd—The earl of Salisbury (etc. through two 
cards, then) 
Sir Richard Terry and choir 
Arnold Dolmetsch & family. 
St. George's singers. 
く分出カード＞
(8 records, double) 
Columbia, Eng. 
5710—5717 
X Palestrina, Giovanni Pierluigi da. 
C723 Nunc dimittis, etc. (4 part, with free fauburden) 
2 On record with ; Dufay—Christe redemptor, etc. 
(Columbia history of music by ear and eye). 
Columbia, Eng. 
5711 
『放送に於けるレコォドの整備』 小川昂 昭17(1942) 
雑誌「放送研究第 2巻」
残る戦前の最後の一篇は，放送事業におけるレコ ードの取り扱い，利用法など
について全般的に述べたものであり， 目録法についての記述はとくにない。
この論文が書かれた昭和17年において， NHKのレコード・コレクションは，
慰安部門の拡充にともない，その利用率が増大したため急速にふえ， 3万数千枚を
越えるようになり，楽譜も 8千余曲に達したということである。したがって，これ
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らレコードや楽譜の整備の強化が急がれたようである。楽譜の分類は前述の楽譜分
類表(LCの分類表に準拠）で処理されているのはもちろんのことであるが，いまこ
こで放送局として新たに制定をみようとしているレコード分類表も， この楽譜分類
表に，その組織，名辞，記号等すべての点で相関性をもたせて作られたものであ
る。ただし，楽譜分類表をより簡略にし， レコードの特殊性をもたせたものであり，
主網目において声楽曲と器楽曲の位置が再び入れかわっている。 したがって， LC 
の分類表とここで同じ配置（音楽史 RAの次に器楽曲 RBの項目が続き，次に声楽
曲RCの順になる）になったわけである。また最後に，邦楽，演芸，演劇の RDと
いう，まったく日本の特殊な状況に合わせた項目がつけ加えられており，さらにの
ちには軽音楽の分類表を独立して作り，この分類表中， 軽音楽的な項目（例 ・B73
ダンス音楽， C6少女歌刺 ・レヴュー ， ClO各国の音楽等）はぬき出してこちらへ
移すなどの工夫をしている。
目録については，基本としてABC順目録（これは，すべての楽曲の作曲者，
編曲者，移作者，編額者，演奏者および必要と思われる楽曲の標題を含む）と，補
助として分類目録の二形態の目録が用意されており，さすがに，放送局として，ど
のような火急の用にも応じられるだけの内容と体裁を整えている。なお，前者のス
ミス ・カレッヂと同じように， この場合も作曲者のわかるものについては作曲者名
による目録を備えており，標題は必要と思われるものだけになってきている。
レコォド目録｛基本＝アルファベット順目録
補助＝分類目録
I 戦後篇
音盤目録法 • 音楽分類表 戸沢信義 （宝塚文芸図書館月報， no,22)昭23
楽諮目録規則—ALA 及び LC 目録法による一
国立国会図因館 • 特殊資料係翻訳編斜昭25
レコードはいかに整理するか 小川品 （音楽の友社） 昭25
レコード及び転写物の取扱いに対する一案 渡辺正亥
（図四館雑誌 vol. 46, no. 2)昭27
レコードの整理に対する一試案(1)~(3) 上田敏克 （図書館界，第10,
12, 15号）昭27-8
レコードの整理一その後 上田敏克 （図苫館界，第18号） 昭28
私のレコード分類表について 小川品 （学校図田館， 110,31) 昭28
レコードの整理 小川昂 （全国学校図密館協議会編） 昭28
特殊資料講義要網 （国立国会図因館 ・図書館学講習用教材） 昭28
分類表における音楽書と楽諮の分離について 小川昂
（図書館研究復刊 1号）昭29
レコードの目録はどう組むか 上田敏克 （図密館界 vol. 6, no, 4)昭29
視聴銘教材の整備と管理 鹿海信也 （光風出版） 昭29
レコード目録規則と分類表 緒方良彦 （図由館学 第 2号） 昭30
視聴鯰洒料 石井富之助 （節見女子短大 ・図四館学公開講座） 昭30
視聴伐洒料整理法 大塚鐙 • 高橋重臣（新日本図書館学叢宙第11巻）昭31
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目録教室，no.1~21 小川昂 （日本放送協会） 昭30-32
レコード和文目録の作り方 1・2 上田敏克 （図書館界，
vol. 8, no. 5-6)昭32
函館市視聴覚資料整理要項 フィルム ・スライド・紙芝居・レコードの部
（函館市教育研究所）昭33
衰料の整理と目録の作成 大佐三四五 （山本書店） 昭33
学校図む館における図書以外の汽料の整理と利用 （文部省） 昭35
図忠館ハソドプック（改訂版 ・増訂版） （日本図書館協会） 昭35
洋書の整理 セルマ ・イートソ 今まど子訳 （日本図忠館協会） 昭35
脳会図四館記述目録規則 増訂版 1961 C日本図書館協会） 昭36
レコードの痰理について―ある国立大図困館の場合— 渡辺嗣夫 • 竹熊武久
（図柑館学第11号）昭37
レコードの整理と目録の作り方（和文目録） 森本敏克
（音楽の友社） 昭39
視聴銘ライプラリー 関晶編（シリーズ図書館の仕事 21)
（日本図内館協会）昭41
増補改訂図書館通論 石塚正成 （明治舌院） 昭41
記述目録規則・聴覚汽料（音盤）予備版 （愛知県立商業高校） 昭42
英米目録規則 北米版 1968 C日本図書館協会） 昭43
レコードの目録規則案について 森本敏克（図習館界， vol.21, no. 1)昭44
戦後まもなく，昭和25年に図書館法が公布され，その中に図書館における視聴
覚資料並びに器具の収集，整理，保管が義務づけられた。と当然，それにともなっ
て，司書や司書補の資格取得課目中に，視聴覚資料が一単位加えられ，戦前に比べ
ると図書館におけるレコードの位置もかなりボヒ°ュラーなものになってきたようで
ある。そしてまた， レコードに関する研究もいろいろと図書館雑誌やその他に発表
されるようになった。これらのうちの多くは現在でも入手でき，つぶさにお手に
とってご笠いただけるので， ここではその一々についての紹介は省き，上掲リスト
による一覧だけにとどめて，次の二点，小）I昂氏の「目録教室」と，森本敏克氏の
「レコードの整理と目録の作り方（和文目録）」をとくにとりあげて，少しふれてみ
たいと思う。
『目録教室』小川昂昭30-23(1955-6) 
およそレコードの整理を業とするもので小川昂氏の目録コードを知らないもの
はないと言っても過言ではないくらい，戦前戦後を通じ， NHKにあって （現在
は，民音音楽衰料館 ・常勤顧問でいられる）その厖大なレコード ・コレクションの整
理を手がけられ，なおその激務の中で，つねに前向きな姿で日本の特殊な状況を生
かした， より使いやすい勝れた目録の研究，工夫に努力され，その成果を世に先ん
じて紹介してこられた方で，前節においても，度々ご登場願ったというわけである。
私大図書館でレ コー ド・コレクショ‘ノのある館では，米国議会図書館の記述目
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録規則を基盤とした小）Iコードを踏襲しているところは多い（小川昂 ・「レコード
はいかに整理するか」（昭25),「レコードの整理」（昭28))。しかし， これから新し
くレコードの整理について学ぽうとされる方々には，いまあげた二点のほかに， と
くにこの「目録教室」を推鷹したい。
これは小川氏がNHKの地方局のレコード整理班のために，通信の形で続けら
れたものである。目録教室と名づけられているように， この目録は単に英米目録規
則の条文を日本語に皿きかえたものではなく ，教室における授業のように，初心者
にもわかるように細かい点に至るまで，ていねいに条文を解説し，指導しているも
のである。項目の立て方に多少の異動はみられるが，全体の構成は，先に発表され
た「レコードの整理」とほぽ同じであり，もちろん，この「目録教室」の方がはる
かに詳しく，内容的に高度である。
第 1章総則，第2章基本記入 (A標目； B レコードの記述—-<D椋題，②製作事
項，③対照明項，④注記事項），第3章副出記入， 第4章分出記入，第 5章参照，
にわかれており，まず条文を述べ，そこに使われている語句や事項について，たと
えば，記入，標目，慣用標題（統一標題）などの図書館学用語から，編曲と編作の
違いやトリオ ・ソナタについての概念の移り変わりなどの音楽上の語句まで，その
一々について説明され，そうした解説が各条文につけられ，関連条文の指示までつ
けられている。そして，どの条文にも，適確な例が盟腐に挿入されているのが特色
で， この点も小川氏の豊かな経験にもとづくものとして高く評価されるものである。
R カード記入例
く基本カード＞
Brahms, Johannes, 1833—1897. 
[Songs. Selections] 
Lieder. L'Oiseau-Lyre. OL. 5004. 
1 s. 12 in. 20'58" 
Bruce Boyce, baritone; Jacqueline 
Bonneau, piano. 
Contents: 
1. Wie bist du, meine Konigin, op. 32. 
no. 9.(Daumer) 3'08" (以下省略）
く分出カード＞
Brahms, Johannes, 1833—1897. 
[Lieder, op. 32. Wie bist du, 
meine Konigin] 
Wie bist du, mein Konigin, op. 32, 
no. 9. [Words by] Daumer. 
3'08'(in Brahms. [Songs. 
Selections] Lieder) 
Bruce Boyce, baritone; Jacquline 
Bonneau, piano. 
く演奏者カード＞
Boyce, Bruce, 
Brahms, Johannes, 1833—1897. 
[Songs. Selections] 
Lieder. 
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2015811 
Bruce Boyce, baritone; Jacqueline 
Bonneau, piano. 
Contents: (以下省略）
く分出カードの副出（傑題）＞
Lieder, op. 32. Wie bist du, 
meine Konigin. 
Brahms, Johannes, 1833-1897. 
3'08" (in Brahms, [Songs. 
Selections] Lieder) 
Bruce Boyce, baritone; Jacqueline 
Bonneau, piano. 
く分出カードの副出（演奏者）＞
Boyce, Bruce. 
Brahms, Johannes, 1833-1897. 
[Lieder, op. 32. Wie bist du, 
meine Kiinigin] 
Wie bist du, meine Konigin, op. 32. 
no. 9. [Works by] Daumer. 
3'08" (in Brahms. [Songs. 
Selections J Lieder) 
Bruce Boyce, baritone; Jacquelme 
Bonneau, piano. 
『レコードの整理と目録の作り方 （和文目録）』森本敏克 昭39(1964) 
森本氏（旧姓J:田敏克）は戦後早くから， レコードの目録整理について熱心な
研究を誌上に発表され，終始公共図害館的な立場で誰にもわかりやすい，便利な目
録を作ることに努力してこられた方であり，長年のそうした研究の稜み重ねをまと
められたのが，この「レコードの整理と目録の作り方」である。日本人にとっては
やはり外国語による目録カード（それも英，独，仏，伊，スペイン等，各国語で表示
される）は利用者の抵抗をまぬがれない。大学図書館においても，標題音楽の場合，
原綴りによる欧文カードの検索の手がかりに， 日本語によるガイド ・カードを備え
てその利用の便を計っている館もあるほどで，まして，小，中，高等学校や公共の
図書館の場合は，欧文による目録カードはほとんど利用されえないだろう。カタロ
ガーの労多くして功少なしといった形になるきらいが多い。そこで，こうした学校
図書館や社会教育の場で， よりよく利用される，和文による目録を研究され，作り
だされたのが， ここにあげるユニークな和文目録なのである。
R カード記入例
く基本カード＞
ペートヴェ｀ノ，Jレートウイッヒ ヴァン (1770-1827)
交響曲第 5番作品67 ハ短調
ニンジェル HA 1001目950〕
2s 12 in 331/3 rpm 
ウィー ソ ・フィルハー モニー 管弦楽団 ウイルヘルム・
フルトウェングラー （指揮）
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く作詞者カード＞
ハイネ，ハイソリヒ
楽陪・音楽レコードの整理・分類に関する文献紹介
I ウィー ン ・フィルハー モニー 管弦楽団
l フルトウェ｀ ノグラー ， ウイルヘルム
田椋題
シューベルト フラソッ ペークー
白鳥の歌，海べにて
½ 面 17cm 45回転
＜油奏者カード 1(指揮者）＞
ベー ム， カール
ベートーベン ルートウィヒ バン‘
交苫曲第 3番作品55 変＊長調
2面 30 cm 33回転
く演奏者カート:・2(演奏団体）＞
レーゲンスプルク大聖堂聖歌隊
パレストリーナ，ジョヴァソニ ビエルルイージ ダ
法王マルチェルスのミサ曲
2面 30 cm 33回転
この著作は， 目録規則だけではなく， レコードの収集，受入れから目録整理，
分類， 目録の編成，保管に至るまで， レコード ・ライプラリーの一連の仕事につい
て，全般にわたって，たくさんの例を示しながら平易な文章で細かくていねいに解
説している。したがって， これからレコードのコレクションをぜひ和文目録で作ろ
うと考えられる館にとっては，まさに適確な勝れたガイド ・ブックとなろう。
目録規則はやはり ALAの記述目録規則をその根底におき， しかもそれを日本
の学校図書館，公共図書館の事情や状況に合わせて，みごとに和文に置きかえており，
かつ，いろいろなレペルの要求に応じられるように何通りかの方法が指示されてい
て，ゆきとどいた心くばりがうかがえる。ただ，和文目録の場合，統一標題の選択，
設定の問題は，欧文目録より，なおいっそう面倒な問題となるのはいなめない事実
であろう。欧文の場合は手がかりとなる典拠文献も広範囲で非常に多い。代表的な
ものだけをあげても， クラジック音楽には， "Die Musik in Geschichte und 
Gegenwart ", "Larousse de la musique ", "Grove's dictionary of music & 
musicians", "Dictionary of music Riemann", とそれに LCカタログ等がある
が，和文になると，「新 ・外国楽曲の呼び方」（日本放送協会），「音楽辞典」（平凡社），「標準
音楽辞典」（音楽之友社），「洋楽索引」（民音音楽預料館）等で数も少なくかぎられてしまう。
そして欧文の楊合， これらの典拠文献の中から一つのオリジナル ・タイトルを捜し
出せばよいが，和文の場合は，これらのうちから，信頼できるものを何点か典拠文
献にきめ，さらにその中から知名度の高い安定性のある訳題を，統一標題として選
択するので，この際， 目録者の音楽に対する造詣の深さや判断力に負うところが大
きいため，平均的にはいかない，欧文目録以上に目録者による偏りが大きいのでは
ないかと心配されるところである。この規則によると，定めた典拠文献以外から統
一標題を求めた時は，その出典を記入し，どうしても資料がなく， f簡単に統一標題
を決められない場合は，便宜的にレコードにある訳題を使い，未完記入するよう指
示されているが，あるいはこれ以外にも，比較的平易な，誰しもが納得しやすい標
題を，その図書館で決定した独自の標題として採用する方法も考えられよう。しか
し，そのいずれの場合もカタロガーは，整理のつど，原綴 りと訳題の双方，その他
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必要事項を記入した，典拠カードを作成して，今後の整理上の指針とも参考ともで
きるように，また他との統一を欠かぬように配恋せねばならない。
なお， クラシック音楽と同じように，軽音楽についても当然統一標題の選定と
いうことは考えられねばならないのであるが，これは，欧文目録においても，たい
へん厄介な問題なのである。なぜならば，もとの曲は素朴な民謡で，あまり人にも
知られていなかったものが，ある音楽家や演奏家に発見され，大衆にアッピールす
るような形に編曲されて演奏されたり，あるいは映画音楽にとりあげられたりして
一躍有名になる例が多く ，その度に，いろいろな形で各国語で表現され，そのどの
標題もが大衆の中にあって生きて動いており，やがて次のものへ形を変えてゆく性
格のものであるから，それを目録排列上の便法とはいえ，ータイトルに限定・ 統一
することは難しいということなのである。その曲が流行して，さかんに使わている
間は，何通りかのタイトルで呼ばれているので，実際には未完記入にしたり，ある
いは各々の標題から標題へ，相互に参照をつけるなどして処理しているのである。
これが和文目録になると，原綴りをそのまま日本語に置きかえたものから，その他
邦訳タイトルもいろいろと生まれてくるので（例：シャンソソ原曲=Lesfeuelles 
mortes, 邦訳＝枯葉，オークム・リーブス等々）， 問題はより煩瑣で複雑なものに
なると考えられる。
なお， もう一つ，邦楽や歌舞伎の標題について，この規則では，できるだけ正
しい外題を調べて記入し，俗称から参照を作るというオーソドックスな方法がとら
れているが，本名題を正確に覚えている利用者はむしろまれであり，普通は通称で
しきおりおりていれのはちうえ
要求されることが多いので（例① ：俗称・葛の葉＝本名題• 四季眺所作の花（長唄・
あしやどうまんおおうちかがみ すがわらでんじゆてならいかがみ常磐津） ： 臨屋道満大内艦（義太夫 • 新内）例② ： 通称・寺子屋＝本外題• 菅原伝授手習鑑
• 四段目（歌舞伎））， とくに公共図書館などは， 逆に通称（俗称）を標題にとり，本
名題から参照を入れた方が，利用者には手取り早く，便利ではなかろうか。
最後に，統一標題の記入方法について，このコードではわかりやすい目録を作
るというたてまえから，原則として統一標題のみをレコードに記入し， レーベル標
題は転写の必要があるときのみ記載することになっているが，この方法は，カード
面がきれいで見やすく，労力もそれだけ省けるので，細部までの丁寧な記入をさほ
ど必要としない館では，公共図書館だけではなく，その用途に応じてひろく利用で
きる便法と考えられる。
おわりに
以上二点の文献を紹介して拙稿をおわりたいと思うが，この二点の目録規則を
最後にとりあげたのは，いままで見てきた多くのコードの中でとくに行き届いた勝
れた目録規則として，戦後におけるひとつの頂点を示すものと考えたからである。
換言すれば，小川氏の「目録教室」は大学図書館やその他専門的な図書館の立場の
目録であり，他方，森本さんの「和文目録」は，小，中， 高等学校や，公共図書館
の立場においてのコードを，各々代表するものといえよう。
これから新しく図書館に視聴覚部門の窓口を開設しようとする場合，これらの
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目録は，各々用途に応じて多くの指針となりえよう。
あるいは一部に，小川氏のこのコードは詳細で難しすぎると批判されるきらい
もあろうかと思うが，大学図書館としては，こうした緻密なきちんと整った形の目
録規則の概念を，まず学ぶべきだと考える。そして，その目録コードをふまえた上
で， 各館のあり方，その立場，利用のされ方，利用者の範囲，などを総合的に検討，
判断し，省いてもさしつかえないと思われる条項は切りすて，独自の使いよい，ア
レンジした形の目録を決めるとよいと思われる。
横文字で細かく記入されたカードは，それだけで学生に敬遠されがちなので，
すべて規則どおりの詳細なカードが必ずしも利用者にとって親切なものとは思えな
い。要は必要にして最少限の記入事項を盛った簡潔で一目瞭然の目録こそ，利用者
の求めているものではないだろうか。
昨今，一般の総合大学で図書館に，学生の教旋のために音楽レコードを備える
という例が増えてきているが， このような場合は，オペラの版(version)の違いな
どはさほど要求されないであろうし，これが音楽大学の声楽科においては，さらに
細かく ，アリアの歌い出しの一句まで必要になってくるであろう。したがって，各
大学図書館において，各々の目的，用途にかなった目録規則を，上記のようなよく
整った規則を母体として，基礎的な原則をつかんだ上で編みだすことこそ大切だと
思われるのである。
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